
名 船  発  掘 〈汽船〉

(主要目)貨 客船、南洋海運所属、 6)526総トン、 8,814重量 トン、
主機蒸気タービン1基 、出力 4)500馬力、最高速力176ノット、旅
害定員一等26名、二等56名、1939年二妻重工業神戸造船所建造、同
型船日蘭丸

日昌丸

昭和の激動期を生き抜いた
日本～ジャワ
航路客船

（
上

）

（
左

）

戦
後
の
姿

（写
真
提
供
Ｈ
滝
口
清
氏
）

「
南

洋
海

運
」

の
出
自

か

つ
て

「南
洋
海
連
」
と

い
う
会
社
が
あ

っ
た
。

日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
を
結
ぶ
定
期
航
路

で
知
ら
れ
た
船
会
社
で
あ
る
．
後
身
の
東
京
船
抽
は

現
在
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
ア
ジ
ア
向
け
の
コ
ン

テ
ナ
輸
送
を
中
心
に
与
業
を
展
開
し
て
い
る
。

創
業
は

，
九
二
五

（昭
和
十
一
年
。
政
府
の
あ

っ

せ
ん
に
よ
り
、
日
本
～
ジ
ャ
ワ
航
路
で
競
合
す
る
石

原
産
業
海
逗
、
南
洋
郵
船
、
大
阪
商
船
、
日
本
郊
船

の
四
社
が
航
路
を
合
併
し
、
共
同
出
資
し
て
設
立
さ

れ
た
。
同
じ
ジ
ャ
ワ
航
路
を
経
営
す
る
強
敵
の
オ
ラ

ン
ダ
Ｊ
Ｃ
Ｊ
Ｌ

⌒ジ
ヤ
ワ
　
チ
ャ
イ
ナ
　
ジ

ャ
パ

ン
　

ラ
イ
ン
）
に
対
抗
す
る
た
め
の
合
併
だ

っ
た
。

ご
水
知
の
よ
う
に
、
当
時
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
オ
ラ

ン
ダ
の
植
民
地
で
あ
り
、
ｉ
Ｃ
Ｊ
Ｌ
は
本
国
の
強
力

な
支
援
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

最
大
の
出
資
者
で
あ
る
石
原
産
業
海
通
は
、
そ
も

そ
も
は

「
石
原
三
兄
弟
」

の
フ
ア
ミ
リ
ー
企
業
で
、

マ
レ
ー
半
島
の
飲
鉱
山
准
宮
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も

の
だ
。
大
正
時
代
に
当
地
に
渡
航
し
た
■
兄
弟
は
、

ゴ
ム
因
の
経
営
に
失
敗
し
て
ド
ン
氏
ま
で
追

い
込
ま

れ
た
が
、
長
児
の
石
原
度

一
郎

（ひ
ろ
い
ち
ろ
う
）

が
ジ

ョ
ホ
ー
ル
鉱
山
を
発
兄
し
た
こ
と
が
、
成
功
の

き

っ
か
け
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
鉄
鉱
石
を
日
本
に

運
ぶ
必
要
か
ら
れ
運
業
に
進
出
し
た
の
で
あ
る
．

度

一
郎
は
、
起
業
家
精
神
に
官
む
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

-                                                                                      9θ



な
実
米
家
だ

っ
た
“
だ
が
、
そ
の
血
い
同
家
ｉ
共
思

想
の
た
め
、
戒
後
は
職
犯
に
指
定
さ
れ
、
公
肌
迪
放

の
■
き
日
に
あ

っ
て
い
る

「
南
洋
郵
冊
」
と

い
う
名
も
馴
染
み
が
洋

い
，
こ

の
会
社
は
原
円
十
次
郎

（原
田
汽
砧
の
創
立
者
）
な

ど

．
船
■
が
共
同
で
設
立
し
た
も
の
で
、
大
■
の
初

め
に
円
か
ら
袖
助
令
を
受
け
て
川
本
ヽ
ジ
ャ
ワ
航
路

を
開
米
し
、
年
十‐‐‐
卜
　
抗
れ
を
お
こ
な

っ
た
“

日
本

～
ジ

ャ
ワ
航
路

の
定

期
船

南
汗
海
運
が
発
足
し
て
四
年
後
、
日
本
―
ジ
ャ
ワ

航
路
用
に
新
造
し
た
一
隻

の
定
川
い
の
一
番
い
が
今

―‐，―
の
テ
ー
マ
の

「
日
出
九
」
（に

っ
し
ょ
う
ま
る
）
で

あ
る
　
　
析
船
は

「
川
‐ｉｔｉ
九
」
で
、
と
も
に
，
沈
イーーー

戸
地
船
所
で
誕
■
し
た
．

「
日
昌
九
」
の
デ
ビ

ュ
ー
は
　
九
〓
九

（昭
和
十

四
）
年
七
月
．
翌
年
か
ら
７
々
年
に
か
け
て
ジ
ャ
カ

ル
タ
で
お
こ
な
わ
れ
た

「
日
一間
交
渉
」
で
は
、
商
印

使
飾
の
方
沢
離
■
充
外
相
や
小
林

一
ｉ

（阪
急
の
制

米
イ
）
ら
が
こ
の
加
い
を
利
用
し
た

恥
型
は
貨
物
研
タ
イ
ブ
だ
が
、
　

年
一
十
六
名
、

三
寺
市
十
六
名
の
客
室
を
も

っ
て
い
た
。　
一
年
は
二

名
用
が
七
室
、
二
名
用
が
円
室
ｆ
ラ
ウ
ン
ジ
、
ベ
ラ

ン
ダ
と
と
も
に
、
ボ
ー
ト
Ｗ
板
下
の
遊
歩
甲
板
に
配

に
さ
れ
て
い
た
．
　

竹
食
性
は
、
さ
ら
に
そ
の
下
の

い
析
怯
Ｗ
枚
の
Ｗ
版
午

―１１
部
に
設
け
ら
れ
た
．

む
ろ
ん
、
輸
送
の
■
体
は
祉
貨

（征
航
）、
砂
＝

ゴ
ム

（後
航
）
と

い
っ
た
貨
物
で
あ

っ
た
が
、
明
治

以
来
の
川
人
の
問
方
進
出
に
よ
り
、
人
的
交
流
も
タ

か

っ
た
。
そ
の
た
め
人
正
■
ま
れ
の
前
洋
邸
い

の

「
サ
マ
ラ
ン
九
」
ク
ラ
ス
、
昭
和
に
入

っ
て
石
原
産
業

海
逗
が
建
造
し
た

「名
古
屋
丸
」
ク
ラ
ス
に
も
、
六

十
～
七
十
名
の
客
〓
が
あ

っ
た
　
一
日
商
九
」
ク
ラ
ス

は
こ
れ
ら
に
枕
く
貨
客
船
で
あ
り
、
「名
古
圧
丸
」
ク

ラ
ス
を
拡
大
政
史
し
た
も
の
だ

っ
た
，

船
長
手
記

「
日
昌
丸
を
守
る
」

戦
時
中

「日
常
九
」
は
陸
軍
に
徴
用
さ
れ
た
．

そ
し
て

一
九
四
二

⌒昭
和
十
七
）
年
三
月
、
門
司

か
ら
人
進
に
回
航
の
途
中
、
持
円
の
に
文
向
，‐―！
で
米

汁
に
付
性
さ
れ
、
…
岳
船
統
に
人
火
が
あ

い
た
，

た
者
な
古
川
■
象
船
長
の
操
作
が

「
Ｈ
出
九
」
を

枚

っ
た
．
研
長
は
応
急
処
置
を
と
り
、
巨
文
島
に
微

返
で
接
近
、
砂
浜
に
相
坐
さ
せ
た
の
で
あ
る
ｃ

船
は
日
本
サ
ル
ベ
ー
ジ
の
手
で
応
急
修
理
さ
れ
た

の
ち
、
傘
山
と
神
戸
で
本
修
理
を
受
け
、
現
年
再
び

性
＝
微
用
恥

の
任
務
に
つ
い
た
．

辿
郎
経
過
を
十

い
た
古
１１１
肺
長
の

「
日
Ｈ
丸
を
守

る
」
が

『武
器
な
き
海
一
（海
Ｌ
の
友
編
集
部
編
）
に

収
め
ら
れ
て
い
る
．
戦
後
、
職
業
年
人
の
戦
闘
を
記

し
た
史
昔
は
多

い
が
、
九
腰
の
航
れ
を
強

い
ら
れ
た

捕
貝
に
つ
い
て
の
文
献
は
少
な

い
‘
『武
器
な
き
海
一

は
そ
の
意
味
で
も
投
ｉ
な
史
■
で
あ
る
．

「
Ｈ
‐十
九
」
は
ヤ
赳
な
い
だ

っ
た
，
性
■
は

「武

功
放
」
を
町

っ
て
、
そ
の
武
勲
を
た
た
え
た
「
同
怖

は
結
‐
十
け
、
た
む
こ
と
な
く
敗
戦
を
迎
え
た
，

第

一
回
巡
航
見
本
市
船
に
な
る

戦
後
は
ま
ず
復
長
研
に
な

っ
た
。
そ
し
て

一
九
五

一

（昭
和
ニ
ト
七
）
年
、
な
つ
か
し
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
航
路
に
カ
ム
バ
ッ
ク
し
た
．
延
航
し
た
の
は
束
京

折
抽
で
、
政
前
と
―‐１
様
に
船
件
も
栞
せ
た
，

次

い
で
、
　

九
六

一

（昭
和
…
十
六
）
年
十
ｉ
月

か
ら
翌
年
■
月
に
か
け
て
、
第
　
回
の
巡
抗
兄
本
市

店
に
な

っ
た
。
先
年
、
は
し
ま
れ
て
引
退
し
た

「新

さ
く
ら
九
」
の
大
先
輩
に
あ
た
る
わ
け
だ
。

巡
航
先
は
束
南
ア
ジ
ア
，
船
体
を
礼
由
に
化
粧
し

た

「
Ｈ
出
九
」
は
、
バ
ン
コ
ク
、
コ
ロ
ン
ボ
、
ボ
ン

ベ
イ
、
カ
ラ
チ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
九
港
を
訪
れ

た
。
馴
染
み
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
も
奇
港
し
た
≡

お
お
ぜ
い
の
派
遣
団
員
を
来
せ
、
寄
港
地
で
披
露

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
す
る
巡
航
見
本
市
船
は
、
足
示

ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
に
、
相
応
の
各
々
と
公
〓
を
必
要

と
す
る
．
「
川
出
九
」
が
送
ば
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た

設
備
を
も

つ
た
貨
年
船
だ

つ
た
か
ら
だ
ぃ

そ
の
四
年
後
、
「
日
常
九
」
は
引
退
し
、
相
生
で
貯

体
さ
れ
た
。
姉
妹
船

「
日
南
九
」
を
は
じ
め
多
く
の

僚
怖
が
戦
禍
で
火
わ
れ
る
な
か
、
「
日
肖
九
」
は
戦

前
　
戦
後
の
故
動
別
を
生
き
ぬ
き
、
ｉ
十
五
年
余

の

人
オ
を
ま

っ
と
う
し
た
の
で
あ
る
ぃ山

田
　
廼
生


